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基本理念

基本方針

1  ダ イ バ ー シ テ ィ 推 進 活 動

筑波大学は、性別、国籍、年齢及び障害の有無にかかわらず人間の可能性と多様性を尊重し、ダ

イバーシティ文化の醸成に努めるとともに、すべての構成員が働くことに誇りと喜びを実感でき

る大学を作りあげるため、以下の理念のもとに、男女共同参画社会及びダイバーシティ社会の形

成に積極的に寄与する。

（１）性別、国籍、年齢及び障害の有無にかかわらず、すべての人の人権の尊重、個人の尊厳の確立

（２）性別、国籍、年齢及び障害の有無にかかわりなく個人としての個性と能力発揮の機会の確保

（３）あらゆる分野における諸施策の企画・立案及び決定において、性別、国籍、年齢及び障害の

有無にかかわりない対等な参画の推進

（４）ダイバーシティ社会の実現に向けた国際協力の推進

すべての構成員が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資するための行動

（１）性別、国籍、年齢及び障害の有無にかかわらず、すべての構成員の教育、研究及び就業に

関する機会均等の確保及び差別の解消

（２）すべての構成員へのダイバーシティ推進に関する教育及び啓発活動並びに意識改革の推進

（３）地域社会及び国際社会との連携を通じたダイバーシティ推進活動の戦略的展開
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2  障 害 学 生 支 援

3  学 生 等 の キ ャ リ ア 支 援

4  L G B T 等 支 援

ヒューマンエンパワーメント推進局

「筑波大学におけるLGBT等の性自認及び性的指向を理由とした差別の禁止及び解消に関する基本

理念」を踏まえ、すべての構成員がLGBT等の少数者を差別せず、それら少数者の性自認及び性的

指向に対する自己決定を尊重するとともに、修学や服務の妨げを取り除くための行動

（１）LGBT等当事者及び関係者への相談体制の確立

（２）LGBT等当事者の教育、研究及び就業における合理的な配慮の提供

（３）すべての構成員へのLGBT等に関する教育及び啓発活動並びに意識改革の推進

（４）LGBT等当事者（学生）への適切なキャリア支援及び就職支援

すべての学生並びにポスドクのキャリア形成支援及び就職支援のための行動

（１）学生及びポスドク人材のキャリア形成支援プログラムの構築及び提供

（２）学生自身のキャリア発達の視点に立ったキャリア形成支援及び就職支援の確立

（３）ダイバーシティの視点に立った多様な就職支援の推進

意欲と能力のあるすべての障害のある学生が障害を理由に修学を断念することがないよう、修学

機会を確保するための行動

（１）障害のある学生の修学におけるニーズに応じた適切な合理的配慮の提供

（２）障害学生支援に関する組織的な研究、教職員に対する教育及び啓発活動並びに意識改革

の推進

（３）障害のある学生も含む共生キャンパスの実現

（４）障害のある学生の適切なキャリア支援及び就職支援
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局長からのメッセージ

ダイバーシティ推進を共に

本報告書には、2024（令和６）年度の、ヒューマンエンパワーメント推進局のジェンダー支援チーム
が取り組んだ、ダイバーシティに関する数々の活動実績を記してあります。

ふりかえれば、本学のダイバーシティ推進への取組は、1997（平成９）年の女性教員有志による「筑波
大学女性教官懇話会」から始まりました。その後、2008（平成20）年の「男女共同参画室」の設置や、
「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」の実施（平成25年から継続）、2015（平成27）年の、
全国の大学に先駆けて、「ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリア」に関わるさまざまなミッ
ションを一部署で引受ける「ダイバーシティ・アクセシビリティ・キャリアセンター」（通称、DACセ
ンター）の新設がありました。また、2016（平成28）年の「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ
ブ（牽引型）」の採択により、大学（本学）・企業・研究機関の３者が連携し、「３つの土台」と「３
つの柱」、すなわち、前者は研究支援・意識啓発・研究力向上、後者は、次世代キャリア支援・上位層
育成・研究活動再開支援による、女性研究者・技術者の活躍の加速化に努めました。また、イノベー
ション創出に向けた「多世代に渡る女性研究者・技術者のシームレスエンカレッジモデルの実現
（TIDE：Tsukuba Advancing Initiatives for Diversity and the Environment）」への取組や、2017
（平成29）年の「LGBT等に関する基本理念及び対応ガイドライン」の制定、「work with Pride 
2024」における７回目の「Gold」受賞など、さまざまな活動において成果をあげると共に、高い評価を
いただいてまいりました。

そして、2023（令和５）年１月、これらの先進的な取組をリードしてきたDACセンターは、「ヒュー
マンエンパワーメント推進局（BHE：Bureau of Human Empowerment）」に改組されました。ここ
でいうところの「エンパワーメント」とは、「対象とする人に、〜ができるようにする」という意味を
基に、「本学のすべての構成員が本来もっている能力を発揮して、主体的に行動できるようにするこ
と」を大切な理念としており、BHEは皆様にとっての「伴走者」という位置付けになります。

新設されたBHEは、一昨年まで、DACセンターが担ってきた「ダイバーシティ・アクセシビリティ・
キャリア」の３部門の業務を継承すると共に、「ジェンダー（ダイバーシティを含む）」「アクセシビ
リティ」「キャリア」の３つの支援チームが、お互いに連携しながら、従来の「マイノリティ支援」を
土台に据えつつ、「本学のすべての構成員の主体的行動の支援」を推進してまいりました。
２年目を迎えたBHEは、今後も本学のすべての構成員の皆様と共に、社会課題である「ダイバーシ
ティ・エクイティ＆インクルージョンの実現」に努めてまいりますので、皆様のご協力とご支援を賜り
ますよう心よりお願い申し上げます。

（2024年太田圭）

ヒューマンエンパワーメント推進局
局長

太田圭
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GENDER STAFF

山口香 ヤマグチカオリ

体育系 教授/
ヒューマンエンパワーメント推進局
次長（ダイバーシティ）

河野禎之 カワノヨシユキ

人間系 助教/
ヒューマンエンパワーメント推進局
業務推進マネージャー

郭立夫 グオリフ

人文社会系 助教 ヒューマンエンパワーメント推進局
ジェンダー支援チーム 助教

樋熊亜衣 ヒグマアイ

ヒューマンエンパワーメント推進局
ジェンダー支援チーム
ディレクター

小倉悠香 オグラユカ

ヒューマンエンパワーメント推進局
ジェンダー支援チーム
コーディネーター

髙橋純子 タカハシジュンコ

ヒューマンエンパワーメント推進局
主任

関雪葉 セキユキハ

ヒューマンエンパワーメント推進局
ジェンダー支援チーム
一般係員

石井万里子 イシイマリコ

ヒューマンエンパワーメント推進局
ジェンダー支援チーム
一般係員

豊冨瑞歩 トヨトミミズホ

ヒューマンエンパワーメント推進局
ジェンダー支援チーム
事務補佐員

土井裕人 ドイヒロト
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ヒューマンエンパワーメント推進局ジェンダー支援チームでは、ジェンダー・セクシュアリティ
に関心のある学生をスタッフとして雇用し、企画の立案・運営等を学生主体で実施するピアス
タッフ制度を設けています。企画立案、運営、イベントサポートなど、幅広く活動に携わってく
れる学生メンバーと一緒に、DE&Iを推進しています。

STUDENTS STAFF
ピアスタッフとして、学生がジェンダー支援チーム主催のイベント等で運営に携わってくれています。

活動概要

ピアスタッフ

ピアスタッフには、定期的に活動し企画の立案や運営を担当する「コアスタッフ」と、希望の企
画にスタッフとして参加する「スポットスタッフ」があります。今年度は、学外イベント（東京
レインボープライド）への出展や、新たな取組としてセーファースペース（KiteKite）の開設な
ど、学生スタッフの視点を取り入れ、教職員と学生との協働に重点を置いたさまざまな活動を行
いました。
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授業・セミナー・FD実績1
2024年4月8日（月）～30日（火）令和6年度全学FD/SD研修会

「SOGI/LGBTQ+に関する基礎知識」

オンデマンド形式で令和6年度 全学FD/SD研修会「SOGI/LGBTQ+に関する基礎知識」を実施しま
した。この研修は、特に学生対応や総務を担当する教職員の皆さまを対象に、DE&I（ダイバーシ
ティ・エクイティ・インクルージョン）やLGBTQ+に関する基本的な知識を学ぶ機会として企画さ
れたものです。多様性への理解を深めるきっかけとして、多くの方にご視聴いただきました。

Topics

日時：2024年4月8日（月）～30日（火）
方法：Microsoft Stream（学内を範囲とした講義動画の配信）
対象：筑波大学の教職員
内容：
（１）「DE＆Iとは？」梅田惠（ヒューマンエンパワーメント推進局 教授）
（２）「性の多様性やLGBTQ+の基礎知識」河野禎之（人間系 助教）
（３）「LGBTプライドの成り立ちと歴史」保井啓志（人間文化研究機構／同志社大学）

視聴数：延168回再生

参加者からの声

 歴史的背景や用語説明が分かりやすく印象に残りました。

 悪意のない発言が相手を傷つけていないか、自分自身の言動に意識をもって気を付けていきたいと感じ
ました。

ジェンダー支援チーム

取組紹介
2024-2025

① 授業・セミナー・FD実績
② LGBTQ＋に関する取組
③ 理系女子のコミュニティプロジェクト
④ つくば市・筑波大学共同事業
⑤ BHEキャリア支援企画
⑥ ピアスタッフ企画

⑦ TIDE 異業種交流会
⑧ LGBTQ＋への対応
⑨ work with Pride 受賞
⑩ ダイバーシティ・マネジメント・サミット
⑪ 国際女性デー企画
⑫ ジェンダー支援チームサポート
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2024年7月10日（水）プライドマンスセミナー
「トランス排除からインターセクショナリティを考える」

近年、日本ではトランスジェンダー、特にトランス女性の権利が、女性の権利と対立するものと
して語られる場面が増えてきています。今回のイベントでは、「トランス排除」というテーマを
もとに、講義と参加者とのディスカッションを通じて、「フェミニズムは誰のためのものなの
か」について、さまざまな視点から考える機会を持ちました。多様な立場や経験に触れながら、
参加者それぞれが自分の考えを深める時間となりました。

イベント終了後に実施したアンケート調査によれば、参加者は学群生10名、大学院生1名、教職
員等1名で構成されており、所属は知識情報・図書館学類や社会学類など、幅広い分野の方が肩に
ご参加いただきました。またイベント終了後には、セミナーを通じてインターセクショナリティ
やトランス女性とフェミニズムの関係についての理解が深まり、従来の誤解が解消されたとする
声が多く寄せられました。特に、日本における差別構造の複雑性や、フェミニズム運動内におけ
る意見の分裂に関する考察が印象に残ったとの意見もあり、参加者が社会的課題を多面的に捉え
る契機となったことがうかがえます。

授業・セミナー・FD実績1

日時：2024年7月10日（水）11:30~12:10

方法：スチューデント・コモンズ

対象：筑波大学に所属する学生

講師：郭立夫氏

（筑波大学ヒューマンエンパワーメント推進局助教）

内容：講義、グループワーク

参加者数：13名
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2024年10月22日（火）介護セミナー
「在宅医療と在宅介護～住み慣れた家で人生の最後まで」

筑波大学の教職員および学生を対象に、つくば市役所による出前講座「在宅医療と在宅介護～住
み慣れた家で人生の最後まで～」をオンライン形式で開催しました。
本講座は、人生の最終段階における医療や介護の選択肢について理解を深めることを目的として
企画されたもので、地域と大学が連携して学びの場を提供する取り組みの一環です。

講義では、在宅医療でどのような支援が受けられるのか、介護保険制度の仕組みやサービスの種
類、利用方法について、つくば市役所の担当者より丁寧な説明がありました。
また、医療・介護に関する相談窓口の紹介に加え、仕事と介護を両立するために活用できる制度
や、家族の介護に直面した際に役立つ地域の支援体制についても、わかりやすく解説されました。

参加者からは、「制度の全体像がよく理解できた」「将来に備えて考えるきっかけになった」と
いった声が寄せられ、日常生活に関わるテーマへの関心の高さがうかがえました。
当日は33名の方にご参加いただき、世代や立場を問わず、多くの方にとって有意義な学びの機会
となりました。

授業・セミナー・FD実績1

日時：2024年10月22日（火）15:00～16:10

方法：オンライン（Zoom）※後日見逃し配信

対象：筑波大学に所属する教職員・学生

講師：つくば市福祉部地域包括支援課職員

参加者数：33名
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2025年1月31日（金）育休セミナー
「育休取得とその先へ～男性教職員の育休取得と復帰の経験談」

「育休取得とその先へ～男性教職員の育休取得と復帰の経験談」と題した育休セミナーを、筑波
大学ヒューマンエンパワーメント推進局・人事課・組織職員課と共同開催しました。本セミナー
は、男性教職員による育児休業の取得とその後の職場復帰に関する実体験を共有することで、育
休制度への理解を深め、職場環境の改善や支援体制の充実につなげることを目的としています。

当日は、実際に育休を取得された男性教職員3名にご登壇いただき、育休取得のきっかけや休業中
の生活の様子、復帰後に直面した課題とその乗り越え方などについて、具体的かつ率直にお話し
いただきました。参加者からは、「実際の経験談が参考になった」「育休取得への不安が軽減さ
れた」といった声が寄せられ、育休に対する理解と関心を高める有意義な機会となりました。

イベント終了後に実施したアンケートによれば、「満足」「とても満足」と回答した方が88％を
占め、セミナーの内容に対する高い評価が得られました。特に、育休制度の理解促進に加え、職
場環境の改善の必要性が再認識され、今後の情報共有や支援体制の強化への期待が高まる結果と
なりました。

授業・セミナー・FD実績1

日時：2025年1月31日（金）

会場：筑波大学 本部アネックス棟

対象：筑波大学に所属する教職員

内容：育休を取得した男性教員と職員の対談など

参加者数：14名
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2025年２月８日（土）～９日（日）大学院共通科目
「ダイバーシティとSOGI／LGBT＋」

2025年2月8日・9日の2日間にわたり、大学院共通科目「ダイバーシティとSOGI／LGBT＋」の
集中講義を開講しました。本講義では、ジェンダーや性の多様性に関する基礎的な知識から、国
内外の社会的動向、法制度、企業の取り組みまで、幅広い視点から学びを深める機会を提供しま
した。

初日の2月8日には、郭立夫助教による講義が行われ、ジェンダーに関する基本的な概念、性の多
様性、そして近年グローバルに広がる反ジェンダー運動について解説がありました。続いて、河
野禎之助教および土井裕人助教を交えたパネルディスカッションが実施され、教育現場や研究の
視点からの意見交換が行われました。

2日目の2月9日には、ゲストスピーカーとして弁護士の寺原真希子氏をお迎えし、日本における
同性婚の法制化に関する講義が行われました。さらに、EY Japanの梅田恵氏より、企業における
DE&I（ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン）の推進に関する実践的な取り組みにつ
いてご紹介いただきました。

本授業には100名近い履修者が参加し、講義中には活発なディスカッションが行われました。
提出されたリアクションペーパーからは、「ダイバーシティについて深く理解することができ
た」「これから自分と異なる人を尊重したいと思った」といった声が多く寄せられ、受講者の意
識の変化や学びの深まりがうかがえました。

両日を通じて、理論と実践の両面から多様性に関する理解を深める内容となり、受講者にとって
非常に有意義な学びの場となりました。

授業・セミナー・FD実績1

日時：2025年2月8日（土）2月9日（日）

方法：オンライン（Zoom）

対象：筑波大学に所属する学生

受講者：94名
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2024年4月20日（土）～21日（日）
東京レインボープライド2024

2024年4月19日から21日にかけて、東京都代々木公園で開催された「東京レインボープライド
2024（TRP2024）」のプライドフェスティバルに、私たちのチームもブースを出展しました。

今回の出展では、学生ピアスタッフ3名を中心に、教職員と学生あわせて27名のボランティアが
協力し、3つの企画を実施しました。ブースには3日間でのべ500名以上の方々にお立ち寄りいた
だき、たくさんの出会いや対話が生まれました。

企画では、来場者の方々が気軽に参加できるような工夫を凝らし、LGBTQ+に関する理解を深め
るきっかけづくりを目指しました。学生スタッフが主体となって進行したことで、若い世代の視
点や感性が活かされた、あたたかみのある空間となりました。

参加者の皆さまからは、「学生さんの取り組みに感動した」「話しやすい雰囲気で安心して参加
できた」といった声も寄せられ、私たちにとっても大きな励みとなりました。今後も、こうした
場を通じて、多様性を尊重し合える社会づくりに貢献していけるよう、活動を続けてまいります。

LGBTQ＋に関する取組2

来場者に「好きな色」と「描いてほしいモチーフ」を選んでいた
だき、腕や手にペイントを施すボディペイント企画を実施しまし
た。学生スタッフが丁寧にペイントを行い、楽しく温かなひとと
きとなりました。

企画２：Colour your body

来場者が協力して1つの作品を作る共同制作。筑波が科学都市であ
ること、また未来へ向かうイメージから宇宙とロケットをモチー
フとして描いた絵に、来場者の「私が願う未来（MY FUTURE）」
を集めて「皆が願う未来（OUR FUTURE）」を作りました。

企画１：IMAGINE OUR FUTURE

BHEの活動紹介や、BHEの教職員・学生スタッフから募集したフェ
ミニズム・クィア関連の学術書籍や「LGBTQ＋」に関する映像・
小説などのおすすめ作品を紹介する企画。来場者にもおすすめ作品
をカードに記入いただき、それらを集めて一冊の冊子にしました。

企画３：Tsukuba OUR Contents
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2024年6月3日（月）～21日（金）プライドマンス企画
PRIDE at Tsukuba〜ぷちライブラリー

2024年6月3日（月）～21日（金）に筑波大学附属中央図書館２F ギャラリーゾーンにて、学生
ピアスタッフ企画『PRIDE at Tsukuba〜ぷちライブラリー〜』を開催しました。
6月はプライドマンスということで、「性（ジェンダー・セクシュアリティ）」に関する教職員・
学生の推薦書籍や、4月に出展した東京レインボープライド2024の写真・制作物等の常設展示を
行いました。書籍展示では、テーマを「性と帝国」として、フェミニズムやクィア理論、帝国主
義やポストコロニアリズムが交差する書籍を紹介しました。来場者の方におすすめの作品を記入
してもらうコーナーも作り、多くの作品を推薦いただきました。

LGBTQ＋に関する取組2

ジェンダー・トラブルフェミニズムとアイデンティティの攪乱ジュディス・バトラー
1990年に出版されたジュディス・バトラーのジェンダー・トラブルは、フェミニズム・クィア理論を語る
上で欠かせません。フェミニズムの中における「男／女の差異は存在するか」という本質主義／構築主義
論争に対し、「セックス（生物学的性差）は常にすでにジェンダー（社会的構築物）である」と主張し、
構築される以前の前存在としての性差を想定することが既に誤りであると主張しました。ジェンダーとは、
人々に理想的な女性性・男性性を模倣するよう求める規範であり、その際限のない人々の模倣により、そ
もそも存在しないはずの男女の二元的なカテゴリーの起源を、さかのぼって作り出してしまうものだとし、
ジェンダーのパフォーマティヴィティと呼びました。その中で、ゲイ・コミュニティの「ドラァグ」とい
う行為は、その模倣の虚構性をパロディ化するものと述べました。

トランスジェンダー問題議論は正義のためにイヴ・K・セジウィック
ダイバーシティやインクルージョンは福祉や社会貢献の話ではない。正義のための議論なのだ。なぜ今、
同性婚訴訟が日本で起きているのかということと併せて考えてほしい本。

おすすめ図書の推薦文
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L G B T Q＋等に関する取組
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2025年1月16日（木）〜28日（火）
OUT IN JAPAN @ 筑波大学

筑波大学附属中央図書館2階ギャラリーゾーンにて、「OUT IN JAPAN @ 筑波大学 2025」を開
催しました。本企画は、NPO法人グッド・エイジング・エールズと本学ジェンダー支援チームの
共催により実施され、全国のセクシュアル・マイノリティ当事者のポートレート写真とメッセー
ジを通じて、多様な「姿」と「思い」の可視化を図りました。

今年度は新たな取り組みとして、ピアスタッフによる展示企画「ALLY（アライ）の主張」コー
ナーを設置。支援者としての経験や思いを、個別のメッセージボードと写真で紹介し、多くの来
場者から共感の声が寄せられました。

さらに、図書館に所蔵されているLGBTQ+関連書籍の特設展示・貸出も実施しました。約2週間の
開催期間中、学生・教職員・地域住民など、幅広い層の方々にご来場いただきました。特に
「ALLYの声」展示は、支援者の存在を可視化し、当事者理解を深めるきっかけとなりました。

これらの取り組みを通じて、学内におけるD&I（多様性と包摂）の文化醸成に大きく貢献するこ
とができました。今後も、誰もが安心して自分らしく過ごせる環境づくりを目指し、継続的な活
動を展開してまいります。

LGBTQ＋に関する取組2
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2024年７月26日（金）女子中高生理系進路選択応援プログラム
のぞき見science2024～大学で講義を受けてみませんか

筑波大学とつくば市の共催によるイベント「のぞき見science2024～大学で講義を受けてみませ
んか～」を開催いたしました。企業や研究機関、大学などで活躍されている女性研究者の方々を
講師にお迎えし、筑波大学で「講義体験」を行いました。

午前・午後の部を合わせて、延べ124名の女子中学生・女子高校生の皆さんにご参加いただきま
した。講師としてご登壇いただいたのは、筑波大学医学医療系の齊藤夕貴先生、物質・材料研究
機構の瀬川浩代先生、高エネルギー加速器研究機構の谷口七重先生、株式会社ファンケルの戸田
珠代先生の4名です。

また、講義体験に加えて、筑波大学の学生と自由にお話しいただける「ふらっとのぞき見サイエ
ンカフェ」も常設し、大学生活や高校時代の過ごし方、受験勉強の方法や始めるタイミングなど
について、筑波大の先輩たちと情報交換をしていただきました。

参加者の皆さんからは、「研究職について詳しく、わかりやすく知ることができました」「将来
のことが決まっていなくても、今夢中になっていることについて考えればいいと思えました」
「さまざまな進路選択があることがわかりました」といった感想をいただきました。

理系女子のコミュニティプロジェクト3

日時：2024年７月26日（金）

会場：筑波大学 1H201教室

対象：女子中学生、高校生、保護者

参加者数：延124名

 自分が興味のある内容の講義を聞くことができて良
かった。モチベーションUPにつながった

 理系もいろんな仕事や学部があるんだなあと筑波大の
イメージが少しかわった。

 理系のなかでも様々な分野の話が聞けて面白かったで
す。自分の興味の範囲が広がって、参考になりました。

参加者からの声
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筑波大学芸術学群所属の岩上ひかるさ
んが、イベント当日の様子をイラスト
に起こしてくださいました。

学生と話そう！
ふらっとのぞき見カフェ

▲ 午前の部 ▲午後の部

理系女子のコミュニティプロジェクト3
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2024年７月26日（金）女子中高生理系進路選択応援プログラム
のぞき見science2024～先輩リケジョの生き様にズームイン

筑波大学とつくば市の共催によるオンラインイベント「のぞき見science2024～先輩リケジョの
生き様にズームイン～」を開催いたしました。

企業・研究機関・大学で活躍されている女性研究者の方々にご登壇いただき、ご自身の研究内容
だけでなく、大学進学や就職活動でのご経験についてもお話しいただきました。女子中学生・女
子高校生から72名の応募があり、当日は56名の方にご参加いただきました。講師としてご登壇い
ただいたのは、産業技術総合研究所の松岡萌さん、高エネルギー加速器研究機構の青木優美さん、
筑波大学生命環境系の石川香さん、アサヒクオリティーアンドイノベーションズ株式会社の岡田
佐和子さん、富士通株式会社の宮原捺希さん、筑波大学産婦人科の天神林友梨さんの6名です。
また、イベントの企画・運営を担当した「つくりけCo-Lab」の筑波大生による「アフタートー
ク」も開催され、「アルバイトはどんなことをしていますか？」「毎日勉強していますか？」な
ど、大学生活に関する素朴な疑問にざっくばらんにお答えいただきました。
このイベントを通して、科学の世界って面白そう！と思ってもらえたり、将来の進路について考
えるきっかけになっていたら嬉しいです。

理系女子のコミュニティプロジェクト3

日時：2024年12月14日（土）13：00～15：00

会場：オンライン（Zoom）

対象：女子中学生、高校生、保護者

参加者数：56名

 実際に研究者として活動していらっしゃる方々の研究内容からプ
ライベートなお話まで伺うことができました。

 自分の知りたいことや講師の先生達の経歴が知れて良い機会とな
りました。また、この機会で自分の将来の方向性がある程度絞る
ことができました。

 さらに理系を志望しようという意志が強くなりました︕みなさん
のように将来活躍する研究者になれるように、今から勉強を頑
張っていきます︕

参加者からの声
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2024年10月25日（金）理系女子コミュニティ「Co-Lab」企画
HALLOWEEN 院生女子会

筑波大学の学生チーム「つくりけCo-Lab」では、女子大学院生向けの学内イベント「女子会」を
開催しました。

つくりけCo-Labは、筑波大学に在籍する女子大学生・大学院生が運営する大学公認団体で、BHE
ジェンダー支援チームのサポートのもと活動しています。女子中高生の理系進路選択を応援した
り、学内の女子学生同士がつながれる場をつくったりと、次世代の女性研究者・技術者の育成を
目指してさまざまな取り組みを行っています。

今回の「女子会」は、「女子学生が少ない分野にいると、同じ立場の人と話す機会が少ない」
「大学院から筑波大学に来たけれど、横のつながりがなかなかできない」といった声を受けて、
「女性の院生コミュニティをつくろう！」という学生スタッフのアイデアから生まれました。

当日は、大学院生だけでなく、大学院進学を考えている学類生の方も参加してくれました。「今
こんな研究をしているよ」「就職するか博士課程に進むか迷っていて…」など、研究や進路の話
から、日常のことまで、さまざまな話題で盛り上がり、和やかな雰囲気の中で交流が深まりまし
た。これからも、同じ立場の仲間と出会い、支え合える場を大切にしながら、女性が安心して学
び、研究できる環境づくりを進めていきます。

理系女子のコミュニティプロジェクト3

日時：2024年１0月25日（金）18時00分～20時00分

会場：筑波大学 スチューデント・コモンズ

対象：筑波大学に所属する女子大学院生（学生も可）

参加者数：8名
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2024年10月21日（月）アジア財団・株式会社steAm共催、筑波大学協力
「生成AIワークショップおよびネットワーキング」

2025年10月21日、筑波大学第3エリア3A棟304号室にて、理・工系女子大学生を対象としたキャ
リア支援企画「生成AIワークショップ＆ネットワーキング」が開催されました。本企画は、非営
利国際開発組織The Asia Foundation（アジア財団）が主催する「STEM ConnectHER」プログラ
ムの一環として、株式会社steAm（代表：中島さち子）が企画・運営を担当しています。
また今回のワークショップは、筑波大学が会場提供・運営協力を担い、学内外の女子学生に向けて
理工系分野でのキャリア形成支援を推進する重要な取り組みとして位置づけられています。生成
AIをテーマに、ツールの紹介とハンズオン形式による実践を通じて、参加者がAI技術への理解を
深め、グローバルキャリアに活かせるスキルを習得することを目的としています。ハイブリッド形
式で開催され、遠方からのオンライン参加も可能でした。

併せて実施されたネットワーキング（交流会）では、キャリアに関する講話のほか、学生・教員・
研究者・企業関係者が自由に交流できる時間が設けられ、分野を越えた対話の場として好評を得ま
した。

理系女子のコミュニティプロジェクト3

日時：2024年１0月21日（月）17時00分～20時00分

会場：筑波大学 3A棟304号室

対象：理・工・理工系（STEM分野）を専攻、または情報含め理・工系分野の企業や

職種での就職活動を検討している女子 (She/Her)学生・院生

参加者数：8名
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筑波大学生の Vlog 

理系進学を考える女子中高生に向けて、筑波大学でのキャンパスライフ・研究ライフを分かり
やすく伝えるために、筑波大学の女子学生がVlogを作成しています。
学生目線からの大学の様子をぜひ動画でご覧ください

理系女子のコミュニティプロジェクト3

第１弾：スチューデントプラザまでの道のり

第２弾：【筑波大学】ある学生の一日の過ごし方【Vlog】【卒論】

第３弾：【インターンシップ】岡山に行ってきました【学会発表】

第４弾：【筑波大学】大学生の卒業論文インタビュー調査【Vlog】【公共図書館】

動画はすべてQRコードからご覧いただけます。
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2024年度「つくばで輝く研究者」

つくば市と共同で実施している「つくばで輝く研究者」では、つくば市に縁のある女性研究者の
もとを訪れ、取材した内容をホームページ等で紹介しています。
“研究者”をより身近に感じてもらい、将来の職業として意識してもらえるよう、研究職を志した
きっかけや学生時代の話など幅広く伺い、研究者の人となりが垣間見える内容になっています。
インタビューの内容は、筑波大学の学生が記事に起こし、イラストレーターの中林まどかさんが
マンガを作成しています。

つくば市 ・ 筑波大学共同事業4

第６回：鈴木 孝子（すずき たかこ）さん（農業・食品産業技術総合研究機構 理事、博士（薬学））

第７回：松岡 萌（まつおか もえ）さん（産業技術総合研究所地質調査総合センター 研究員、博士（理学））

第８回：青木 優美（あおき ゆうみ）さん
（高エネルギー加速器研究機構広報室 特別技術専門職、博士（理学）つくば科学教育マイスター）

第９回：トゴバタラ ガンチメゲさん（筑波大学医学医療系助教、博士（保健学））

第10回：石崎 紀子(いしざき のりこ)さん
（国立環境研究所気候変動適応センター（気候変動影響評価研究室） 主任研究員、博士（理学））
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2024年度 博士のポートフォリオ大公開＋ロールモデル懇談会

ヒューマンエンパワーメント推進局ジェンダー支援チーム、アクセシビリティ支援チーム、キャ
リア支援チームの３チーム合同で、「博士のポートフォリオ大公開＋ロールモデル懇談会」を通
年で開催しました。それぞれのチームがもつ特性を活かし、講師の選定などを行っています。

博士のポートフォリオでは、博士号をもつ筑波大卒業生が「なぜ博士課程に進学したのか」「博
士課程時代に悩んだこと」「博士人材の強み」などを教えてくれています。

また、ポートフォリオを書いてくれた研究者たちとの交流会を６回実施しました。大学院進学に
悩む学生から現在博士課程に在籍している学生まで、多様な学生にご参加いただきました。

BHEキャリア支援企画5

第１回：５/29 長山慎太郎氏（筑波大学）

第２回：６/25 山本修平氏（筑波大学）

第３回：７/31 新田千絵氏（筑波大学）

第４回：９/25 中野泰伺氏（藤女子大学）

第５回：11/25 小野響也氏（ジュビロ磐田）

第６回：１/29 渡邉奈穂美氏（コニカミノルタ株式会社）

各回
講師

 社会人経験のある博士学生の話はなかなか聞く機会がないため、大変為になりました。

 挑戦すること！社会的な貢献を成すこと！楽しむこと！ 自分も頑張ろうと思えるメッ
セージをいただけた気がします。

 ライフイベントや業界ならではのご事情も伺うことができて勉強になりました。

参加者からの声
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2024年度 セーファースペース KiteKite（きてきて）

KiteKiteでは、月に約6回のペースで開室日を設けており、毎月1回程度は学生スタッフによる企
画イベント（映画鑑賞会やアート作品づくりなど）も実施しています。

たとえば4月には、昼休みの時間帯に3回のセッションを開催し、新入生歓迎企画として、学内の
LGBTQ+サークルの紹介や、東京レインボープライド（TRP）について語る会を行いました。
TRPの回では、筑波大学が同イベントに出展する内容の紹介や、プライドパレードの歴史につい
ての解説もあり、参加者は大学の対外的な取組みやLGBTQ+の歴史に触れる貴重な機会となりま
した。

6月の開室日には、特定のテーマを設けず、参加者同士のスモールトークや読書会、ボードゲーム
などを通じた交流を行いました。部屋にはジェンダー・セクシュアリティに関する書籍も用意さ
れており、学生スタッフを交えて、レポート課題や授業の相談なども気軽にできる雰囲気づくり
を心がけました。

2024年の活動を通じ、KiteKiteは筑波大学内におけるジェンダー多様性支援の象徴的な存在とし
て定着してきました。利用者からは「安心して自分のことを話せる場所ができた」「同性の友人
以外にも相談できる先輩や先生と知り合えた」など好意的な声が寄せられ、キャンパスコミュニ
ティにおけるピアサポート文化の醸成という成果が見られました。

ピアスタッフ企画6

日程：毎週1-2日ほど

場所：筑波大学 人間系学系A棟110

対象：筑波大学の学生・教職員

内容：性的マイノリティの当事者のためのセーファースペースを提供する

参加者数：延123人（年間）
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ピアスタッフ企画6
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2024年11月３日（日）～11月4日（月）筑波大学雙峰祭2024出展
レインボー・リサーチ・ハウス

2024年11月3日・4日に開催された筑波大学の學園祭「雙峰祭」において、BHEジェンダー支援
チームは3B301教室にて学術認定企画「レインボーリサーチハウス」を開催しました。

本企画では、ジェンダーやセクシュアリティに関する基礎知識の紹介、学生スタッフによる支援
活動の展示・相談案内に加え、茨城県立医療大学とのオープンディスカッションや筑波大学学生
によるプチセミナーなど、多彩な対話型プログラムを実施しました。

また、ドキュメンタリー映画『私たちはここにいる！：北京女性会議と中国レズビアン運動の記
録』の上映後には、監督を交えたQ&Aセッションと感想共有の時間を設け、来場者が自身の体験
を言葉やZINE（自主制作冊子）で表現する場も提供しました。

参加者は、大学間の意見交換や監督との対話を通じて多様性への理解を深めるとともに、ZINE制
作を通じて自身の思いや考えを視覚的に整理・表現する機会を得ました。これらの交流を通じて、
学生間・大学間の新たなネットワークが構築され、今後の包括的なジェンダー支援に向けた実践
的な土台が形成されました。

ピアスタッフ企画6

日程：2024年11月3日・4日

場所：筑波大学 3B棟301

対象：どなたも参加可能

参加者数：20名
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2024年11月３日（日）～11月4日（月）筑波大学雙峰祭2024出展
レインボー・リサーチ・ハウス

ピアスタッフ企画6

中国のフェミニズム運動とレズビアン運動を記録したドキュメンタリー映
画『私たちはここにいる！：北京女性会議と中国レズビアン運動の記録』
を上映しました。上映後には、映画監督がオンラインで参加し、来場者と
の質疑応答セッションを実施しました。監督は非常に熱意にあふれた方で、
参加者からの質問に丁寧かつ力強く応答されました。この対話を通じて、
学生スタッフをはじめとする参加者は大きな刺激を受け、「自分の声を届
けることの大切さ」について深く考える機会となりました。特に学生ス
タッフからは、「監督の言葉に勇気づけられた」といった感想が寄せられ、
エンパワーメントの場として大きな意義を持つ企画となりました。

【企画2】映画鑑賞

筑波大学でジェンダー・セクシュアリティについて研究している学生が登壇し、自身の研究関心や取り
組みについて発表を行いました。発表の機会を設けることで、学内での研究交流を促進するとともに、
来場者との相互的な対話も生まれました。

また、茨城県立医療大学の学生を招き、「大学のダイバーシティ推進における学生の役割と可能性」を
テーマにラウンドテーブル形式のディスカッションを実施しました。両大学の学生がそれぞれの視点か
ら意見を交わし、実践的なアイデアや課題意識を共有する貴重な機会となりました。これらのプログラ
ムを通じて、学生間・大学間のネットワークが広がり、今後のジェンダー・セクシュアリティに関する
包括的支援の基盤づくりに寄与しました。

【企画1】研究ワークショップ

BHEの活動紹介を目的とした常設展示と、来場者参加型のZINE制作企画を
実施しました。展示では、支援チームの取り組み紹介ポスターや広報誌
『IMAZINE Vol.2』、学生スタッフの体験記、過去の成果物（TRP関連
アート、プライドマンスのポスター、昨年度のZINE）などを紹介しました。
また、LGBTQ+やジェンダーに関する基礎知識ポスターも掲示し、自由に
学べる空間を提供しました。また、来場者が自身の経験や思いを表現する
ZINE制作スペースも設け、対話と創作を通じたエンパワーメントの場とし
て好評を得ました。

【企画3】BHE活動紹介＆展示
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2024年9月9日（月）TIDE異業種交流会

筑波大学では、2018年度から日本アイ・ビー・エム株式会社、産業技術総合研究所と一緒に「女
性研究者・技術者の異業種交流会」を開催してきました。今年で7回目を迎え、これまで以上に多
彩な交流が生まれました。

2024年9月9日（月）に行われた今回の交流会では、「私のキャリアとWell-being」というテー
マのもと、5名の方にそれぞれ5分間のプレゼンテーションをしていただきました。日々のモチ
ベーションの保ち方や、研究から新しい活動へと広がっていくプロセスなど、さまざまな視点か
ら「Well-being」について語っていただき、参加者同士の共感や気づきが生まれる時間となりま
した。

プレゼンテーション後には、審査員4名による協議が行われ、日本アイ・ビー・エム株式会社の韓
愛利さん、筑波大学の岩田祐佳梨さんが「TIDE Women’s Award 2024」を受賞されました。お
二人の取り組みと想いが、多くの参加者にとって刺激となり、今後のキャリアや働き方を考える
ヒントにもなったのではないでしょうか。

TIDE 7

日時：2024年9月9日（月）15:00-17:00

場所：筑波大学 東京キャンパス 1-121教室

参加対象：どなたでも参加可

参加者数：36名
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2024年9月9日（月）  TIDE Women’s Award 2024授賞式

この顕彰は、さまざまな分野で活躍されている優れた女性研究者・技術者の方々を讃えることを
目的として、2018年度より「TIDE Women’s Award」としてスタートしました。研究だけでな
く、教育や地域への貢献、機関内外での幅広い活動に取り組まれている女性研究者・技術者の
方々を対象に顕彰することで、受賞者ご本人はもちろん、これから続く多くの方々の励みとなる
ことを目指しています。

また、この顕彰を通じて、教育・研究・社会貢献などへの意欲を高め、学術研究や科学技術の未
来を担う人材の育成にもつなげていきたいと考えています。

2024年度は、日本アイ・ビー・エム株式会社の韓愛利さんと、筑波大学の岩田祐佳梨さんが
「TIDE Women’s Award 2024」を受賞されました。

～受賞者コメント～
自分自身のキャリアは、プランを描けていると胸を張って示せるようなものではないのですが、
迷いながらも、自分が進むべきだと思う道を根拠なき自信を持ちながら歩いてきました。それに
対して、皆さんが共感してくださったことが大変嬉しく思います。他の発表者の皆さんのお話も
大変興味深く、勇気づけられるものでした。（岩田祐佳梨氏）

TIDE7

日本アイ・ビー・エム株式会社

韓愛利氏
筑波大学

岩田祐佳梨氏
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2024年10月4日（金）女性向け企業横断研修
「自分らしい強みを活かして、影響力を発揮できるリーダーになる」

株式会社カレイディストとの共催により、「組織横断型女性リーダー育成プログラム」を開催し
ました。本プログラムは、企業や大学など異なる組織に所属する女性リーダーが互いに学び合い、
キャリア形成や組織への影響力を高めることを目的としたものです。今回は、女性管理職および
リーダー候補14名が参加しました。

組織風土や業務内容が異なる企業と大学では、上司・部下との関係性や学生との関わり方など、
日々のコミュニケーションの課題も多様です。しかし、グループワークを通じて対話を重ねる中
で、共通する悩みや経験が浮かび上がりました。特に、「女性であること」に起因して任される
業務や期待される役割については、組織の違いを超えて似た体験を共有する場面が多く見られま
した。異業種・異組織の参加者同士が率直に語り合う機会は貴重であり、参加者にとっては自身
の経験を再認識するとともに、新たな視点を得る有意義な時間となりました。今後も、こうした
学び合いの場を継続的に提供していくことで、女性リーダーの活躍をさらに後押ししてまいりま
す。

研修後に実施したアンケートでは、参加者の自己評価に明らかな変化が見られました。特に
「リーダーとしての自信や知識」に関する項目では、肯定的な回答が研修前と比べて30％以上増
加し、自己理解の深化とともにリーダーシップへの自信が高まったことがうかがえます。

また、中長期的なキャリア展望についても、将来を具体的に考えるようになった参加者が増え、
「キャリアアップに向けて動き出したい」という前向きな意識が高まりました。「ステップアッ
プしたい」という意欲にも大きな変化が見られ、意思決定や昇進に対する積極的な姿勢が強まっ
たことが確認されました。本プログラムは、今後の女性リーダー育成に向けた有意義な取り組み
となりました。

TIDE7

日時：2024年10月4日（金）

場所：筑波大学 東京キャンパス 1-134教室

参加者数：筑波大学からは14名が参加
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TIDE（タイド）とは、筑波大学、日本アイ・ビー・エム株式会社、産業技術総合研究所によ
る平成28年度科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ
（牽引型）」の活動名「多世代に渡る女性研究者・技術者のシームレスエンカレッジモデルの
実 現 を 目 指 し て （ Tsukuba Advanc ing In i t iat ives  for  D ivers i ty  and  the 
Env i ronment）」の略称です。

３機関が連携して女性研究者･技術者の採用や活躍を加速するための「３つの土台」と「３つ
の柱」となる取組を実施しています。産学官の多様な視点に基づく女性研究者・技術者支援を
牽引することで、イノベーション創出に向けた「多世代に渡る女性研究者・技術者のシームレ
スエンカレッジモデルの実現」を目指します。

TIDE7
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とくにトランスジェンダーや性別に違和をもつ学生には、これまでも次のような点
について対応しています。

また、教職員への対応として、令和２年４月からパートナーがいる教職員（地方自
治体等によるパートナーとして証明する書類が発行された教職員）の福利厚生とし
て、休暇、休業、諸手当及び旅費等の対応を行っています。

窓口設置 啓発 ガイドライン グッズ作成

相談窓口の設置 授業やセミナー、
学内FD等での啓発

基本理念と対応ガイ
ドラインの作成

アライグッズの作成

氏名の取扱い

使用トイレ

教育実習やインターンシップ

大学としての支援の取組

筑波大学では、平成27年度からLGBTQ＋のセクシュアル・マイノリティの学生に
対して、これまでの個別対応から大学としての支援の取組を始めました。具体的に
は以下のような取組を行っています。

詳細については、令和６年３月に改訂
した『LGBTQ+に関する筑波大学の基
本理念と対応ガイドライン』及びホー
ムページよりご確認ください。

名簿等における性別の取扱い

健康診断

キャリア相談、就職相談 など

LGBTQ＋への対応8
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LGBTQ＋の対応ガイドライン
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work with Pride「PRIDE指標 2024」※１

令和6年11月に開催された「work with Pride2024カンファレンス」にて、本学
のLGBTQ+に関する取組が「PRIDE指標2024」において7度目となる【GOLD】
を受賞することができました。本学での学生・教職員への継続的な取組が評価され、
受賞へと繋がりました。

※1

今 後

本学は建学の理念である「開かれた大
学」を掲げ、さまざまな属性をもった多
様な人材の活躍こそがイノベーション創
出の源泉であると強く認識しており、今
後も引き続きLGBTQ+を含むダイバー
シティ推進に取り組んでいきます。

・Representation（当事者コミュニティ）
・Development（人事制度・プログラム）

・Policy（行動宣言）
・Inspiration（啓発活動）
・Engagement/ Empowerment（社会貢献・渉外活動）

任意団体work with Pride により策定された、2016年に日本初めてとなる、企業、団体等
におけるLGBTQ等の性的マイノリティ（以下、LGBTQ）に関する取組の評価指標です。
LGBTQの人々が誇りを持って働ける職場の実現を目指して指標の名称を「PRIDE指標」と
し、「企業・団体等の枠組みを超えてLGBTQが働きやすい職場づくりを日本で実現する」
ために、以下の５つの領域において取組を評価するものです。

work with Pride 受賞9
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ダイバーシティ・マネジメント・サミット10
2024年7月24日（水）第１回 ダイバーシティ・マネジメント・サミット

本サミットでは、筑波大学がこれまで取り組んできた女性研究者のキャリア支援の実績（採用、
上位職登用、環境整備など）が紹介されました。第四期中期目標・中期計画に基づき、今後の具
体的な実行策への展開が期待されています。

当日は、女性教職員の割合や昇進に関する対策についても議論が行われ、各系・研究センターに
応じた目標設定や取り組み案が、2025年2月の次回サミットで発表される予定です。「女性参画
率30％の達成」に向けた課題と展望についても活発な意見交換がなされました。

基調講演では、ジェンダー・ギャップ解消に向けた国際的動向と日本の課題が共有され、筑波大
学にも改善の余地があることが指摘されました。グループディスカッションでは、女性限定公募
制度やライフイベントによるキャリア停滞への支援、家庭内無償労働への対応など、具体的な方
策が提案されました。最後に、こうした取り組みを大学全体で迅速に進めていく必要性が確認さ
れ、今後の目標設定と実行に向けた意識が共有されました。

日時：2024年7月24日（水）10:00〜12:00

場所：筑波大学 本部アネックス棟

講師：山村康子（科学技術振興機構）

国内外の大学におけるジェンダー・ギャップ改善に向けた動向と筑波大学への期待

参加者：学長・副学長・学長補佐室長・各系長・各センター長・各系長特別補佐・各セン

ター長特別補佐
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ダイバーシティ・マネジメント・サミット10
2025年３月4日（火）第2回ダイバーシティ・マネジメント・サミット

第2回サミットでは、各学系・研究センターが設定した具体的な目標や行動計画の報告が行われ、
それをもとに活発な議論が交わされました。特に今回のサミットのテーマとなったのは、女性教
員の比率向上に向けた取り組みです。各部局に対しては、従来よりも高い目標設定が求められ、
単なる数値目標にとどまらず、女性が定着・活躍しやすい環境づくりや、国際的な人材の獲得に
関する課題についても具体的な議論が行われました。これらは、大学全体の競争力や多様性推進
に直結する重要なテーマとして位置づけられています。

また、職場環境の改善策として、育児支援の充実、柔軟な勤務体制の構築、夫婦での雇用枠の設
置といった提案もあり、今後の制度設計に向けた前向きな意見交換が行われました。
本サミットを通じて、筑波大学におけるダイバーシティ推進の具体的な方向性が共有され、実効
性のある施策の展開が期待されます。

日時：2025年３月４日（火）10:00〜12:00

場所：筑波大学 本部棟5階 大会議室

参加者：学長・副学長・学長補佐室長・各系長・各センター長・各系長特別補佐・各セン

ター長特別補佐
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国際女性デー企画11
2025年３月4日～22日国際女性デーフェア書籍展示

2025年3月8日の「国際女性デー」に関連した企画として、3月7日（金）から21日（金）までの
期間、筑波大学中央図書館2階にて、女性やジェンダーに関する書籍の展示を行いました。

この展示では、筑波大学の教職員や学生が推薦する書籍を、推薦理由とともに紹介しました。展
示された書籍はすべて貸出可能で、多くの方に女性やジェンダーに関する本を手に取っていただ
く機会となりました。

推薦図書のご案内

『フェミニズムってなんですか？』清水晶子
フェミニズムとクィア・スタディーズが専門の著者が、フェミニズムを知らない層に向けて書いた入門書

『なぜ理系に女性が少ないのか』横山広美
理系女性の少ない要因について分析された本ですが、これをもとに、文理を超えて本当にやりたいことを追求
することが大事だと思います。
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国際女性デー企画11
2025年３月5日、14日 国際女性デー企画 オンラインセミナー

2025年3月8日の「国際女性デー」に関連したイベントとして、「更年期障害」と「不妊治療」を
テーマにしたオンラインセミナーを開催しました。

どちらのテーマも、仕事や学業との両立のために正しい知識が求められる一方で、周囲と気軽に
話しづらい内容でもあります。そこで今回は、オンライン・オンデマンド配信を取り入れ、より
参加しやすい形で実施しました。当日は、ピルの服用と更年期障害の関係や、男性の加齢と不妊
に関する質問なども寄せられ、参加者の悩みに寄り添いながらセミナーを進行しました。

なお、本セミナーの開催にあたっては、Carefull株式会社に運営を委託しました。

方法：オンライン（Zoom）※後日見逃し配信

対象：筑波大学に所属する教職員・学生

●『更年期障害の基礎知識』

日時：2025年3月5日（水）12:15-13:15

講師：竹田 将人 医師（産婦人科医）

参加者数：当日参加者28名、動画視聴115回

●『不妊治療に関する知識と職場のコミュニケーション』

日時：2025年3月14日（金） 12:15-13:15

講師：大岡 令奈 医師（産婦人科医）

参加者数：当日参加者10名、動画視聴26回
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研究員 助教 講師 准教授 教授

平成25年度 0% 44% 11% 44% 0%

平成26年度 10% 20% 10% 60% 0%

平成27年度 8% 31% 15% 46% 0%

平成28年度 9% 32% 32% 27% 0%

平成29年度 5% 52% 16% 25% 2%

平成30年度 9% 57% 9% 25% 0%

令和元年度 10% 64% 10% 15% 0%

令和２年度 10% 54% 15% 15% 5%

令和３年度 9% 55% 11% 18% 7%

令和４年度 0% 77% 10% 10% 3%

令和５年度 13% 54% 8% 21% 4%

令和6年度 16% 56% 12% 12% 4%

育児・介護等との両立のための研究継続・復帰支援 事業
ダイバーシティ環境整備費 事業

筑波大学では、平成23年度より、出産・育児等により研究が中断しやすい女性研究者等を対象に、
「育児等との両立のための研究・事業補助者雇用経費助成制度」を開始しました。平成30年度から
は支援対象を拡大し、「育児・介護等との両立のための研究継続・復帰支援事業」として継続的に
実施しています。また、平成22年度からは、管理運営業務等に携わる女性研究者の参画促進を目的
に「補助者派遣事業」を開始し、平成24年度からは外国人研究者等も対象に加え、「管理運営業務
を行う女性・外国人等への業務補助者雇用経費助成制度」として展開しています。

令和６年度は「育児・介護等との両立のための研究継続・復帰支援事業」50名の研究者へ支援を実
施しました。令和6年度は「ダイバーシティ環境整備」の一環として、各学系・研究センターが実
施するダイバーシティ推進に関する取り組みに対し、事業費の支援を行いました。本支援は、学内
の多様性促進を加速させることを目的としており、今年度は計6組織に対して支援を実施しました。

 時間的・精神的な負担が大きく、本事業による支援がなければ困難だったと思います。いただいた支
援金により業務の一部を効率化し、限られた時間の中でも研究を継続・発展させることができました。

 研究費の少なくなる中、このように金額的に支援をしていただけるのは大変ありがたかったです。

 育休からの復帰にあたり、研究費に応募して使用できるようになるまでの間、とても効率よく利用さ
せていただきました。

引き続き、ライフイベント期においても研究を継続できるよう、また管理運営業務を行う方々の
ダイバーシティを高めるべく、支援を継続してまいります。

育児・介護等との両立のための研究継続・復帰支援事業利用者

ジェンダー支援チーム サポート事業12
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ベビーシッター割引券

筑波大学では、育児支援の一環として、こども家庭庁の委託を受け公益社団法人
全国保育サービス協会が実施する「ベビーシッター派遣事業割引券」により、ベ
ビーシッター料金の補助を行っています。この事業は、仕事と子育ての両立によ
る負担の軽減に加え、児童の健全な育成に寄与することを目的として、ベビー
シッター利用料金の一部が助成されます。
割引券の電子化や規約の変更による配布枚数の制限等もございましたが、今年も
多くの教職員のみなさまにご利用いただきました。

ベビーシッター割引券の利用者と利用枚数

利用者数 利用枚数
平成22年度 7名 13枚

平成23年度 3名 6枚

平成24年度 6名 34枚

平成25年度 8名 147枚

平成26年度 8名 171枚

平成27年度 2名 18枚

平成28年度 12名 132枚

平成29年度 12名 315枚

平成30年度 17名 309枚

令和元年 20名 573枚

令和2年 16名 404枚

令和3年 30名 1447枚

令和4年 32名 2046枚

令和5年 21名 1345枚

令和6年 23名 1704枚

ジェンダー支援チーム サポート事業12
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ワーク・ライフ・バランス相談室“あう”

相談内容の傾向

ワーク・ライフ・バランス相談室 “あう” では、仕事とライフイベントの両立に関する相談
から、職場の人間関係に関する悩みまで、幅広い内容の相談を受け付けています。誰もが安
心して働き続けられる環境づくりを支える窓口として、日常的な不安や疑問にも丁寧に対応
しています。

令和6年度は、計13件の相談・問い合わせが“あう”に寄せられました。内容としては、育休
の取得手続きや、学生の妊娠・出産に対する支援に関する相談が多く、特に「育児」に関す
る相談が目立ちました。また、ベビーシッター割引券の利用方法や、学内の育児ルームの活
用など、育児と研究・業務の両立を支援する制度に関する問い合わせも複数寄せられました。

育児や介護などのライフイベントと、研究・業務との両立に関する困難さは、個々の状況に
よって大きく異なります。そのため、“あう”では、制度の紹介だけでなく、個別の事情に応
じた柔軟な対応を心がけています。「ちょっと気になる」「誰に聞けばいいかわからない」
といった段階でも、気軽に相談できる窓口として、“あう”を活用していただけるよう、今後
も周知と支援体制の充実に努めてまいります。

教員, 4

職員, 5

学生, 2

ほか, 2

令和６年度の利用者内訳過去５年間の相談件数の推移

7

11
9

15 13

R2 R3 R4 R5 R6R6

44



1
1

2
2
2

5
5

7
7

8
11

人間関係（友人）
学生指導

支援情報の入手
就職・進学

ハラスメント
学籍簿（氏名関係）

その他
メンタルヘルス

人間関係（家族）
学修・授業関係

セクシュアリティ

LGBTQ+相談室

相談内容の傾向

令和6年度の相談者は、学群生が最も多く、内訳は学群生11名、大学院生3名、その他の
学生3名でした。また、留学生からの相談も1件寄せられました。

相談内容については、セクシュアリティに関するものが最も多く、自身の性自認や性的指
向に関する悩みが中心でした。加えて、学修・授業に関する相談も多く、セクシュアリ
ティの悩みと関連して履修に困難を感じているケースも見受けられました。人間関係に関
する相談では、特に家族との関係に悩む継続的な相談が寄せられました。

相談件数は、一昨年度が15名30件、昨年度が9名15件、今年度は17名28件となっており
ます。また、学外からの問い合わせは17件（大学13件、その他4件）寄せられました。内
容の多くは、支援体制の構築に関する相談や講演依頼であり、本学の取り組みが他大学の
参考となっている状況がうかがえます。件数は昨年度の27件からは減少しましたが、引き
続き高い水準で推移しています。

相談内容（複数回答）

相談件数（延べ） 学外からの問い合わせがあった機関
等

その他

4 件

大 学

13 件
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ジェンダー支援チーム サポート事業1 2

3 3

2

4

1

2

5

0

1

2 2

3

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
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月
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LGBT相談室

ヒューマンエンパワーメント推進局 相談窓口パンフレット
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シリウス

LGBT相談室

ネットワーク紹介

ジェンダー支援チーム サポート事業1 2
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つくば女性研究者支援協議会

ネットワーク紹介
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全国ダイバーシティネットワーク（OPENeD）は、男女共同参画社会や多様な個性・能力が尊重される
インクルーシブな社会の実現のために、大学や研究機関、企業等における女性研究者の育成や研究環
境・研究力向上を目指す諸機関をつなぎ、国内外の取組動向や参考事例（グッドプラクティス）を収
集・公開し、全国的な普及・展開を図っています。 OPENeDは、国立大学法人大阪大学を幹事機関と
して、国立大学法人東京農工大学及び協働機関である日本アイ・ビー・エム株式会社が中心となり、文
部科学省と連携して活動しています。

また、全国８つの地域ブロックに分かれて活動をしており、筑波大学は、関東・甲信越ブロック（東京
地区を除く）に属しています。新潟大学と千葉大学と共に、とりまとめ幹事大学のひとつとして活動を
しております。
大学や研究機関等、業種や規模に依らず多くの関東・甲信越の機関がこの全国ネットワークを介して、
女性研究者を取り巻く研究環境の整備や、研究力向上に向けた取組等の情報にアクセス、発信できるこ
とを目指しております。

そして、女性研究者支援に限らず、多様な属性を有する誰もが個性と能力を発揮できる研究環境の実現
に向けて、広くダイバーシティ推進に資する情報交換を共有できるよう、ブロック会議やセミナーを
行っております。今後も、幅広い分野の機関に参画いただけるよう、引き続き活動していきます。

全国ダイバーシティネットワーク

ジェンダー支援チーム サポート事業1 2
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ワークライフバランス支援（下敷型）
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ロールモデル集

ジェンダー支援チーム サポート事業1 2
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SOGIハラ啓発ポスター
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男性リーダーの会

ジェンダー支援チーム サポート事業1 2
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筑波大学 ヒューマンエンパワーメント推進局ジェンダー支援チーム
〒305-8577茨城県つくば市天王台１丁目1-1

029-853-8504 diversity@un.tsukuba.ac.jp

X
@UTsukuba_gst

オフィシャルHP
https://diversity.tsukuba.ac.jp/
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